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社協新聞 
第 56 号 

夏休み行事 

矢向連合町内会主催の盆踊り大会が、７月２６日（土）新鶴見公園グラウンドで開催されました。 

開場と同時に各町内会の夜店には、焼きそば、焼鳥、もつ煮、ジャガバター、フルーツポンチ、かき氷、

わたあめ、フランクフルト、ヨーヨー、スーパーボール、射的等に長い行列ができました。 

まもなく提灯にも灯がともり、ダンシングヒーロー・一休さんなどのテープが流れ太鼓が加わると雰囲気

も最高潮に達し、やぐらや踊りの輪には、小学生や婦人部の方々が加わり、事前の練習の成果が出て

いるように見えました。盆踊りは一日のみの開催でしたが、多くの方に楽しんでいただけた様子でした。

渡邊連合町内会長は「多くの方々が参加して、楽しんでいただき有難うございました」と語りました。 

矢向連合盆踊り大会 

 

 
 このたび、日枝神社の神社委員長に就任いたしました六丁目会長長谷川徹

です。微力ではありますが、地域の皆様と共に日枝神社を支え、発展させてい

く所存です。 

まず初めに、日頃より日枝神社に対するご理解とご協力を賜り、心より感謝

申し上げます。日枝神社は、私たちの地域の文化や伝統を守り、また皆様の心

の拠り所となる大切な場所です。今後も、地域の皆様と共に、日枝神社の活動

を通じて絆を深めていければと考えております。 

私たちの日枝神社では、祭りや行事などを通じて地域の活性化を図り、皆様

が安心して参加できる環境を整えてまいります。特に、若い世代の方々にも日

枝神社の魅力を伝え、次世代に受け継いでいくことが重要だと感じております。 

今後とも、皆様のご意見やご要望をお聞かせいただきながら、より良い日枝

神社の環境づくりに努めてまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

最後になりましたが、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

五丁目 ７月５日 七夕まつり 

日枝神社 神社委員長就任ご挨拶 

六丁目 ７月６日 七夕まつり 

一丁目バスハイク 

８月９日（土）に一丁目町内会恒例行事のバスハイク（千葉県ロマンの森共和国）に総勢４９名で

行ってきました。天候に恵まれ、広大なアスレチック、巨大滑り台、ボート、釣り堀、変わり自転車、

川遊びと自然の中で目一杯遊び、昼食にはバーベキューを楽しみ、露天風呂も満喫しました。 

帰宅時には、道の駅でお土産を買い、ソフトクリームを食べました。 

  今年の夏も暑さが厳しく、また残暑が続いておりましたが、秋の訪れを感じる季節となりました。 

５６号でグラウンドゴルフ大会、夏休みラジオ体操など紙面の都合により掲載できなかった行事もあ

りました。皆様のご意見、ご感想を編集委員までお寄せいただければ幸いに存じます。 

【編集委員】 

七海誠（一丁目）、山本秀明（南町）、倉本博行（三丁目）、是近精一（四丁目）、 

諸星百合子（五丁目）、月村雅紀（六丁目） 

六丁目 ８月３日 スイカ割り 南町 ８月２４日 スイカ割り 
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みんなで作るみんなの町！ 

＜アロー通信は年に４回発行しています＞

自分たちの住んでいる地域は 

自分たちで作りたい 

となり近所、みんなが見守り合い 

助け合える地域でありたい… 

そんな思いを実現させるのが 

「矢向あいねっと」です 

 

＝ 矢向あいねっと新聞 ＝ 

＝ 第６５号 ＝ 

令和７年９月７日（日）、矢向中学校の「地域防災拠点訓

練」に矢向地域ケアプラザ職員が参加し、「黄色いリボン」

について説明しました。 

矢向１丁目の方々や矢向中学校の職員、中学生ボランテ

ィア、鶴見区役所職員など多くの方が参加していました。

今年はかまどを使用してご飯を炊く訓練、ペット避難訓練

などを実施しました。 

 

「黄色いリボン」とは？ 

矢向あいねっとクイズラリー 

 
令和７年１０月１１日（土）・１２日（日）にとちのきフェアで実施する「矢向あいねっとク

イズラリー」の一部景品を紹介します。 

景品は地域の方からの寄付品や地域作業所の商品となっています。他にも様々な

景品を用意していますので、是非ご参加ください。 

開催日時：１０月１１日（土）・１２日（日） １０：００～１５：００ 

 

 矢向あいねっと新聞「アロー通信」第６５号 

 発 行 日：令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ 日 発 行 

 編集・発行：矢 向 あ い ね っ と 推 進 委 員 会 

       会  長    渡 邊  浩 
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電 話 ０４５－５７３－００２０ 

      F A X ０４５－５７３－００２７ 

矢向中学校で「地域防災拠点訓練」に参加しました！ 

災害時、まず頼りになるのは「となり近所」です。 

矢向地区では、災害時に「黄色いリボン」を利用して、迅速な救助活

動に結び付けることにしています。災害時に各戸が、道路から見えや

すい場所に「黄色いリボン」を掲げます。これは「わが家は大丈夫だか

ら、他の人を助けて」というサインです。 

「黄色いリボン」は震度５強以上ぐらいの強い地震のときに戸建て

住宅の場合は、門扉・塀・ドアノブ・生垣など表の道路から見えやすい

場所、マンションや集合住宅の場合は、通りに面している窓枠やベラ

ンダの手すりなど表側から見えやすい場所（その住宅ごとに決まりが

ある場合は、その決まりに従ってください）へ３日間ほど結びます。 

黄色いリボンをなくしてしまった場合は黄色いハンカチやタオル、

黄色いものがなければ、白のタオル等でも大丈夫です。 

いつも目に付く場所、いざという時に取り出しやすい場所をご家

族で話し合い、「黄色いリボン」の保管場所を決めてください。 

とちのきフェアでは「矢向あいねっとクイズラリー」の

他に、「モルック体験コーナー」や誰でも気軽に休むこと

のできる「とちのき休憩所」を開催します。 

「とちのき休憩所」では小さいお子さんと一緒に休憩

することができるスペース、無料で古着を持ち帰りで

きるリサイクルコーナー、ベジチェックなどの福祉用具

体験ブースを実施します。 

  

タオル・ハンカチ ポーチ・トートバッグ 作業所商品 

ベジチェック体験 
 

黄色いリボンの使用例 

かまどを使用した訓練の様子 


